
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

対象地の検討 

◎ 拠点となる遊び場空間を整備する対象地は、まとまった広い面積が確保できることと市内どこからでも比較的アクセスしやすい場所であることが必要と考えられ、次の３つの公園が対象地と想定されます。 
◎ 対象地の立地特性や利用者ニーズを考慮し、下記のとおり導入の可能性が高い機能を想定しました。   

千秋が原南公園（仮称） 長岡操車場地区公園（仮称） 悠久山公園 

○ 運動・遊び場機能 

幼児及び小学校低学年を対象に、天候に左右されることなく、

年間を通じて自由に運動し、遊べる場の提供が考えられます。 
・ 周辺の桜づつみや信濃川等の広い屋外空間を活かし、開放的な遊び

場空間の創出が可能になると考えられます。 

○ 子育て支援機能 

川西地区の子育て支援拠点施設として、様々な支援サービスを

提供することができると考えられます。 

 

 

・ 周辺に商業施設や文化施設が集積しているため、拠点施設として集

まりやすい環境にあると考えられます。 

○ ポニースクール（体験学習プログラム） 

周辺の自然環境と調和した体験学習プログラムとして「ポニー

スクール」の常設設置が考えられます。 
・ 桜づつみや信濃川堤防での遠乗りなど、周辺の自然環境を活かした

事業展開が考えられます。 

○ 運動・遊び場機能 

幼児及び小学校低学年を対象に、天候に左右されることなく、

年間を通じて自由に運動し、遊べる場の提供が考えられます。 
・ ちびっこ広場（市民センター内）と連携・機能分担した、川東地区

の幼児等の遊び場としての事業展開が考えられます。 

区 分 主な機能 駐車場

長岡操車地区

公園（仮称）

〇遊び場機能 
広い運動・遊び場空間をメインスペースとし、

親同士の交流のための飲食スペース等を設置

あり 

ちびっこ広場 〇遊び場機能 
〇子育て支援機能 

託児サービス、子育て相談、子育て情報提供、

サークル支援等 

なし 

○ 多目的フリースペース 

自由に時間を過ごせる場の提供が考えられます。 
・ 多種多様な遊びや活動に対応できる場 
・ 仲間同士の「たまり場」的な情報交換や交流の場 

  

○ 遊び場・休憩機能 

悠久山地区や東山一帯で一日遊ぶための活動・休憩基地として、全

天候型屋根付き施設の提供が考えられます。 

・ 天候に左右されず、様々なイベントを開催することができます。 
・ 野球場、県営プール等の体育施設と連係したイベント展開等が考えられ

ます。 
○ 体験学習プログラムの提供 

悠久山地区や東山一帯の豊かな自然、歴史等を活かしたプログラム

や周辺の野球場・県営プール等の体育施設と連係したプログラムの提

供が考えられます。 
・ 自然、動物、他世代とのふれあいプログラム 

・ 自ら遊びを発想・創作する力の向上と感動を味わえるプログラム 

  

 

遊び場空間の現状把握 
◎ 年齢期別ヒアリング調査によるニーズ把握（延べ131人） 

親子サークル、子育てサークル、ちびっこ広場運営委員・職員・利用者、児童厚生員、児童、生徒、

シニアリーダー 等 

◎ 各種アンケート調査等による市民意識やニーズの把握 

次世代育成支援対策行動計画策定アンケート調査、市長への手紙 等 
◎ 子育てや遊び場の現状把握 

市民センター（ちびっこ広場、地下イベント広場）、ファミリーサポートセンター、地域子育て支援

センター、児童館、児童クラブ、公園  

計画策定の趣旨
◎ 長岡のような雪国においては、冬期の遊び場が少ないという声が多く聞かれます。 
◎ また、親同士が子育ての問題を共有できる場の確保も必要であると考えられます。 

◎ 本構想は、こうした状況を踏まえ、子どもたちが心身ともに伸び伸びと成長していくための「こど

もの遊び場」を確保し、次代を担う子どもたちの健全な育成と子育て支援策を展開するために策定し

たものです。 

   拠点となる「こどもの遊び場夢空間」を新たに整備
 
◎ 冬期間も利用できる遊び場空間（全天候型屋根付き施設）を提供します。 
☆ 全天候型屋根付き施設の標準プランをまとめました。（Ｐ２） 

 
◎ 年齢期別のニーズに合った遊び場機能を提供します。 
☆ 運動・遊び場機能（幼児・小学生対象） 
・ 天候に左右されることなく、年間を通じて自由に思いっきり身体を動かし遊べる場 

☆ 子育て支援機能（幼児対象） 
・ 子育て中の親を支援するための様々な子育て支援サービス 

・ 多世代が交流できる場 

☆ 多目的フリースペース（中学生・高校生対象） 
・ 仲間同士の「たまり場」であり、多種多様な遊びや活動に対応できる多目的なフリースペース  

☆ 体験学習プログラム（主に小・中学生対象） 

・ 自然や動物とのふれあい、他世代とのふれあい等を体験できるプログラム（ポニースクール等） 

・ 自ら遊びを発想・創作する力の向上とその感動を味わえる体験プログラム

千秋が原南公園（仮称）については、 
モデルケースとして施設配置等についても検討しました。（Ｐ３） －１－

基本方針 

[例] ハーフパイプ、ストリートバスケットコート、フットサルコート等

[例] 野鳥観察会、昆虫採集、野草採取、園芸・畜産体験、昔遊び    

星を見る会、地層発見ツアー、石碑めぐり、野外グループワーク 等

[主な機能]  託児サービス、子育て相談、親同士の交流 
 子育て情報の提供、サークル支援の場 

担当：企画部企画課    （電話 39-2204） 

      都市整備部公園緑地課（電話 39-2230） 


